
収　入　の　部
科　　　目 当初予算額 補正予算（増○減△） 補正後予算額

学生生徒等納付金収入 19,700,012,000 244,012,000 19,456,000,000
手 数 料 収 入 974,661,000 1,185,000 975,846,000
寄 付 金 収 入 120,000,000 0 120,000,000
補 助 金 収 入 2,181,339,000 16,306,000 2,165,033,000
国 庫 補 助 金 収 入 2,168,634,000 16,306,000 2,152,328,000
地方公共団体補助金収入 12,705,000 0 12,705,000

資 産 運 用 収 入 187,754,000 6,751,000 181,003,000
資 産 売 却 収 入 200,000,000 0 200,000,000
事 業 収 入 442,093,000 76,660,000 518,753,000
雑 収 入 514,462,000 146,455,000 660,917,000
前 受 金 収 入 3,781,963,000 232,759,000 4,014,722,000
そ の 他 の 収 入 1,018,620,000 3,100,535,000 4,119,155,000
資 金 収 入 調 整 勘 定 4,328,617,000 164,967,000 4,493,584,000
当 年 度 収 入 合 計 24,792,287,000 3,125,558,000 27,917,845,000
前年度繰越支払資金 9,080,256,791 380,401,169 9,460,657,960
収 入 の 部 合 計 33,872,543,791 3,505,959,169 37,378,502,960

支　出　の　部
科　　　目 当初予算額 補正予算（増○減△） 補正後予算額

人 件 費 支 出 14,266,810,000 134,743,000 14,401,553,000
教 育 研 究 経 費 支 出 5,664,149,000 412,439,000 6,076,588,000
管 理 経 費 支 出 1,460,681,000 347,480,000 1,808,161,000
借 入 金 等 利 息 支 出 22,091,000 0 22,091,000
借 入 金 等 返 済 支 出 787,760,000 0 787,760,000
施 設 関 係 支 出 1,257,355,000 2,819,482,000 4,076,837,000
設 備 関 係 支 出 517,973,000 48,652,000 566,625,000
資 産 運 用 支 出 290,000,000 75,000,000 365,000,000
そ の 他 の 支 出 2,240,685,000 81,748,000 2,158,937,000
［ 予　　 備　　 費 ］ 150,000,000 0 150,000,000
資 金 支 出 調 整 勘 定 968,761,000 4,788,000 973,549,000
当 年 度 支 出 合 計 25,688,743,000 3,751,260,000 29,440,003,000
次年度繰越支払資金 8,183,800,791 245,300,831 7,938,499,960
支 出 の 部 合 計 33,872,543,791 3,505,959,169 37,378,502,960

消　費　収　入　の　部
科　　　目 当初予算額 補正予算（増○減△） 補正後予算額

学 生 生 徒 等 納 付 金 19,700,012,000 244,012,000 19,456,000,000
手 数 料 974,661,000 1,185,000 975,846,000
寄 付 金 270,100,000 0 270,100,000
補 助 金 2,181,339,000 16,306,000 2,165,033,000
国　庫　補　助　金 2,168,634,000 16,306,000 2,152,328,000
地方公共団体補助金 12,705,000 0 12,705,000

資 産 運 用 収 入 187,754,000 6,751,000 181,003,000
事 業 収 入 442,093,000 76,660,000 518,753,000
雑 収 入 514,462,000 146,455,000 660,917,000
帰 属 収 入 合 計 24,270,421,000 42,769,000 24,227,652,000
基 本 金 組 入 額 合 計 2,665,055,000 2,743,717,000 5,408,772,000
消 費 収 入 の 部 合 計 21,605,366,000 2,786,486,000 18,818,880,000

消　費　支　出　の　部
科　　　目 当初予算額 補正予算（増○減△） 補正後予算額

人 件 費 14,165,328,000 154,178,000 14,319,506,000
教 育 研 究 経 費 8,210,436,000 220,751,000 8,431,187,000
管 理 経 費 1,698,524,000 325,460,000 2,023,984,000
借 入 金 等 利 息 22,091,000 0 22,091,000
資 産 処 分 差 額 7,540,000 140,160,000 147,700,000
［ 予　　 備　　 費 ］ 150,000,000 0 150,000,000
消 費 支 出 の 部 合 計 24,253,919,000 840,549,000 25,094,468,000
当年度消費支出超過額 2,648,553,000 3,627,035,000 6,275,588,000
前年度繰越消費支出超過額 25,671,757,000 726,413,000 24,945,344,000
翌年度繰越消費支出超過額 28,320,310,000 2,900,622,000 31,220,932,000
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経
済
学
部
の
学
外
特
別
研

修
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

発
表
会
が
１２
月
８
日
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行

っ
た
３
年
次
生
２９
人
が
、
個

人
、
グ
ル
ー
プ
で
２３
カ
所
の

研
修
先
で
働
き
な
が
ら
学
ん

だ
貴
重
な
体
験
の
成
果
を
発

表
し
た
。

最
後
に
指
導
教
員
が
講
評

を
行
い
、
協
力
企
業
の
方
々

か
ら
は
、
研
修
の
様
子
と
励

ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
い

た
。

就
職
活
動
が
１２
月
か
ら
本

格
的
に
始
ま
り
、
時
期
に
応

じ
た
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
学

内
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
相
談
会
」
が

１２
月
８
・
１５
の
両
日
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

ま
ず
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
が
開
か
れ
、
卒
業
生
１９

人
が
自
己
紹
介
と
仕
事
内
容

を
説
明
し
、
そ
の
後
３
展
開

（
１
展
開
４５
分
）
で
相
談
会

が
開
か
れ
た
。
延
べ
１
５
８

１
人
の
学
生
が
参
加
し
「
働

く
」
こ
と
へ
の
意
識
向
上

や
、
「
仕
事
」
に
対
し
て
の

正
し
い
理
解
を
深
め
た
。

２
０
０
９
年
卒
業
の
Ｏ
Ｇ

は
「
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で

工
夫
し
て
い
た
点
は
、
読
み

手
の
側
に
立
っ
て
書
く
こ

と
、
さ
ら
に
読
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
た
い
と
い
う
気
持
ち

で
書
く
心
が
け
が
大
切
」
と

話
し
た
。

ま
た
、
１
９
９
７
年
卒
業

の
Ｏ
Ｂ
か
ら
は
「
面
接
で

は
、
仕
事
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に

な
れ
る
か
ど
う

か
を
見
き
わ
め

ま
す
。
就
職
し

て
か
ら
は
、
目

の
前
に
あ
る
仕

事
に
１
５
０
％

力
を
出
し
尽
く

し
、
気
持
ち
を

集
中
し
て
と
こ

と
ん
取
り
組
む

こ
と
が
大
事
」

な
ど
の
ア
ド
バ

イ
ス
が
あ

っ

た
。参

加
し
た
３

年
次
生
か
ら
は
、
「
企
業
説

明
会
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

は
分
か
ら
な
い
話
や
、
面
接

時
に
心
が
け
る
ポ
イ
ン
ト
な

ど
の
本
音
の
話
が
聞
け
て
と

て
も
参
考
に
な
り
、
自
分
の

働
く
姿
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の

に
役
立
っ
た
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
た
。

学
校
法
人
専
修
大
学
の
２

０
１
２
年
度
補
正
予
算
は
、

１２
月
１２
日
開
催
の
理
事
会
・

評
議
員
会
の
議
決
を
経
て
別

表
の
と
お
り
決
定
し
た
。

１

資
金
収
支
補
正
予
算

―
当
初
予
算
額
と
の
比
較
―

〔
概
要
〕
予
算
規
模
は
、
当

初
予
算
に
比
べ
３５
億
５
９
５

万
円
の
増
（
当
初
予
算
比
１０

・
３５
％
増
）
で
３
７
３
億
７

８
５
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。収

入
の
部
で
は
、
当
年
度

収
入
合
計
が
当
初
予
算
に
比

べ
３１
億
２
５
５
５
万
円
の
増

（
当
初
予
算
比
１２
・
６１
％
増
）

で
２
７
９
億
１
７
８
４
万

円
。
前
年
度
繰
越
支
払
資
金

は
、
当
初
予
算
に
比
べ
３
億

８
０
４
０
万
円
の
増
で
９４
億

６
０
６
５
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

支
出
の
部
で
は
、
当
年
度

支
出
合
計
が
当
初
予
算
に
比

べ
３７
億
５
１
２
６
万
円
の
増

（
当
初
予
算
比
１４
・
６０
％
増
）

で
２
９
４
億
４
０
０
０
万

円
。
次
年
度
繰
越
支
払
資
金

は
、
翌
年
度
の
収
入
と
な
る

前
受
金
収
入
を
含
み
、
当
初

予
算
に
比
べ
２
億
４
５
３
０

万
円
の
減
（
当
初
予
算
比
３

・
００
％
減
）
で
７９
億
３
８
４

９
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

２

消
費
収
支
補
正
予
算

〔
概
要
〕
消
費
収
入
の
部
で

は
、
帰
属
収
入
合
計
（
学
校

法
人
の
負
債
と
な
ら
な
い
収

入
）
が
当
初
予
算
に
比
べ
４

２
７
６
万
円
の
減
（
当
初
予

算
比
０
・
１８
％
減
）
で
２
４

２
億
２
７
６
５
万
円
。
基
本

金
組
入
額
合
計
が
当
初
予
算

に
比
べ
２７
億
４
３
７
１
万
円

の
増
（
当
初
予
算
比
１
０
２

・
９５
％
増
）
で
５４
億
８
７
７

万
円
。
消
費
収
入
の
部
合
計

は
、
当
初
予
算
に
比
べ
２７
億

８
６
４
８
万
円
の
減
（
当
初

予
算
比
１２
・
９０
％
減
）
で
１

８
８
億
１
８
８
８
万
円
と
な

っ
て
い
る
。

消
費
支
出
の
部
で
は
、
消

費
支
出
の
部
合
計
が
当
初
予

算
に
比
べ
８
億
４
０
５
４
万

円
の
増
（
当
初
予
算
比
３
・

４７
％
増
）
で
２
５
０
億
９
４

４
６
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

当
年
度
消
費
収
支
差
額

は
、
当
初
予
算
に
比
べ
３６
億

２
７
０
３
万
円
の
増
（
当
初

予
算
比
１
３
６
・
９４
％
増
）

で
６２
億
７
５
５
８
万
円
の
消

費
支
出
超
過
額
と
な
っ
て
い

る
。
前
年
度
繰
越
消
費
支
出

超
過
額
（
２
４
９
億
４
５
３

４
万
円
）
を
加
え
た
翌
年
度

繰
越
消
費
支
出
超
過
額
は
、

当
初
予
算
に
比
べ
２９
億
６２
万

円
の
増
（
当
初
予
算
比
１０
・

２４
％
増
）
で
３
１
２
億
２
０

９
３
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

専
修
大
学
大
学
院
に
入
学

を
希
望
す
る
大
学
生
、
大
学

院
生
、
社
会
人
、
外
国
人
留

学
生
を
対
象
に
し
た
「
大
学

院
進
学
相
談
会
」
が
１２
月
１５

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
。
８８
人
が
訪
れ
、

各
研
究
科
教
員
や
職
員
ら
に

よ
る
個
別
相
談
な
ど
が
実
施

さ
れ
た
∥
写
真
。

学
部
・
学
科
に
関
係
な

く
、
ど
な
た
で
も
受
講
で
き

ま
す
。
卒
業
生
も
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
日
時
∥
１
月
２６
日
（
土
）

１４
時
～
１６
時
１５
分

▽
場
所
∥
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

１
３
３
教
室

◆
齋
藤
雄
志
教
授
（
１４
時
～

１５
時
）

「
巨
大
シ
ス
テ
ム
の
リ
ス
ク

を
ど
う
考
え
る
か
」

◆
佐
藤
創
教
授
（
１５
時
１５
分

～
１６
時
１５
分
）

「『
分
け
る
』と『
分
か
る
』」

毎
日
新
聞
社
・
琉
球
新
報
社

・
山
田
研
究
室
主
催
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
『
沖
縄
の
声
』
を

聞
く
」

在
沖
縄
と
本
土
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
が
沖
縄
の
今
を
報

告
す
る
。
入
場
無
料
。
予
約

不
要
。

▽
日
時
∥
１
月
２２
日
（
火
）

１８
時
３０
分
～
▽
場
所
∥
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
７
３
１
教
室
▽

パ
ネ
リ
ス
ト
∥
普
久
原
均
氏

（
琉
球
新
報
編
集
局
次
長
）

／
松
元
剛
氏
（
同
政
治
部
長

・
論
説
委
員
）
／
大
治
朋
子

氏
（
毎
日
新
聞
外
信
部
編
集

委
員
）
／
山
田
健
太
専
修
大

学
文
学
部
教
授
（
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）


シ
ン
ポ
事
務
局
（
毎
日
）

☎
０３（
３
２
１
２
）５
１
１
０

今
村
法
律
研
究
室
主
催
冤
罪

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
再
審
と
科
学

鑑
定
―
作
り
上
げ
ら
れ
た
冤

罪
を
暴
く
―
」

東
電
Ｏ
Ｌ
殺
人
事
件
な
ど

６
件
に
つ
い
て
、
最
新
の
情

報
を
６
人
の
弁
護
士
が
報
告

す
る
。
ま
た
、
袴
田
ひ
で
子

さ
ん
（
袴
田
巌
さ
ん
の
姉
）

に
よ
る
袴
田
事
件
の
緊
急
ア

ピ
ー
ル
「
一
日
も
早
く
巌
の

無
実
を
―
４６
年
の
苦
悩
」

も
。
参
加
無
料
。

▽
日
時
∥
１
月
２６
日
（
土
）

１３
時
～
▽
場
所
∥
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
７
３
１
教
室
▽
定
員

∥
１
６
０
人
（
先
着
順
）
▽

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
カ
ッ
コ
内
は

報
告
者
）
∥
名
張
毒
ブ
ド
ウ

酒
事
件
（
野
嶋
真
人
氏
）
／

恵
庭
Ｏ
Ｌ
殺
人
事
件
（
伊
東

秀
子
氏
）
ほ
か


今
村
法
律
研
究
室
（
お
お

と
り
総
合
法
律
事
務
所
）
☎

０３
（
３
２
６
３
）
３
５
２
０

ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
情情
報報
学学
部部

最最
終終
講講
義義
のの
ごご
案案
内内

▲▼ ＯＢのアドバイスを真剣に聞く学生たち

経
済
学
部
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
発
表
会

「学内ＯＢ・ＯＧ相談会」
神田キャンパスで開催

３
年
次
生
２９
人
が
成
果
披
露

就職支援プログラム

公
開
講
座
情
報

▲ 成果を発表する学生

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

大
学
院
進
学
相
談
会

２２
００
１１
２２
年年
度度
補補
正正
予予
算算

第５０８号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１３年（平成２５年）１月１５日（３）


